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その手がかりを探しあぐねてい が、幸いにも、平成十二年度以来、懐徳堂文庫のデジタルコンテンツ化に御協力いただいてい 凸版印刷株式会社の森津和明課長より、竹中工務庖秘書役の上回全良氏を御紹介いただき、右 訪問が実現したものである。当日は、凸版印刷の森津氏、森田敬子氏にも同席いただき、上回秘書役からは、模型制作 ついて「前向きに検討する」との回答を得ることができた。
これを承けて、二月一日、柏木研究科長と筆者が再び竹中工務庖を訪
問し、本城邦彦常務取締役に面会した。こ で、文学研究科から正式に、重建懐徳堂復元模型制作 ついて要請を行い、竹中工務庖から 、模型を制作し大阪大学に寄贈していただける旨の正式 答を得た
この決定を承けて、二月十六日、竹中工務庖の設計部設計課長の野田
隆史氏と模型制作を担当されることとなった三浦模型の三浦良雄氏とが来学され、懐抱堂文庫所蔵の全ての設計図面を詳細に確認された。この際、文 研究科として、平成十七年秋に受贈式典を挙行した 旨 伝え、了解を得た。野田氏からは 夏頃までに一部のサンプルを提示で るうな日程で制作を進めたいとの意向が示された。
復元模型の完成
それから約五ヶ月の後の七月十一日、野田氏と三浦氏が来学され、制
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大阪大学女系伊剖四ルツで、江 慣徳裳は中井竹山崩齢兄弟ほ 明出2年日開9岬 )、新肢府樹立
戸時代に町人が大阪の中心部に副首 か、富永仲語、山片蝿銚など優れた による睦椅的晶棋で一時'l，!.]絞。しカ
した学問所 7倹語堂大E時代に 学者を蝦出し、大阪ザ術の尭震と商 しJ筒元の政財碑有志が資金を醇り
再建されFょがら、回柏町大阪大空血 道徳の宵成に貢献した。この歴史に 大正5年(l916年)に再建にこぎて
で暁失した rm辺健徳笠jの曲針阻 詳しい湯浅邦弘教揖による乙、中国 けた。
が見つかり、当時間百十 ・施工を手が のi!i輿を中'"こ高峰な揖誼市行わ 酎富十出は、宗い輯失を免れたS蒔
けた竹中工時自が憧元樺置を制作 れ、「江田の自平坂学問所と並訓隆 ω資料3万60叩点の中から見つかっ
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ての書庫・研究室棟が増設されたが、二 年三月十四日 大阪空襲 より、書庫を除く講堂・事務所を焼失した。昭和二十年「仮設住居兼事務所設計図」によれば、仮設住居兼事務所は八畳、六畳、四.五畳から成る平屋であり、焼け残った書庫とともに、戦後の焼け野原の中でなお事業が継続されていたことが分かる。
-n o  - - - .  -
重建穣徳堂復元模型の意義
このたびの復元模型制作は、重建懐徳堂講堂が建設されてからちょう
ど九十年後の出来事となった。九十年前、大阪には市民大学としての懐徳堂を待望する声が沸き上が ていたのである。当時の人々が抱いていた学問に対する熱き思いを、我々は真撃に受け止め、その精神をしっかりと継承していく必要があろう。重建懐徳堂の復元模型は そのための重要な象徴になると思われる。
【関係デ
l
タ}
重建懐徳堂
地所
大阪市東区豊後町一九番地(現在の中央区本町橋、大阪商工会議所)
敷地面積
二六一坪
建
物
講堂(木造平屋)、事務所(木造二階建)、書庫・研究室棟(鉄筋コンクリート三階建)縦二六
m
×横一六・四円床面積四二五
2m(
一二六坪)
講堂規模
設計図面(主図面)
全五枚綴り。各縦五一.表紙に「大正四年九月
五四×横七四.懐徳堂設計図
王 価 。
ー 14 -
竹中工務庖」
重建懐徳堂復元模型(縮尺〈問。、単位剛)
外観寸法(講堂、門、敷地、外塀を含む)
一 二
OO
×九
OO
アクリルケ
l
ス寸法
主材質硬質紙・モデルボ
l
ド・プラスチック・木
一二三
O
×九三
O
×四三
O
